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先週の復習
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鉄筋コンクリート構造の工事

・コンクリート工事
：コンクリートを打設する

・型枠工事
：コンクリートの型枠を作成する

・鉄筋工事
：鉄筋を配置する（配筋）
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型枠工事

型枠を作成する工事

型枠の役割：
・コンクリートの鋳型
・コンクリートが自立するまで保持

重要な点
・正確な位置に
・荷重によって変形しない強度があるか
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型枠工事の用語

せき板

フォームタイ

セパレータ

スペーサ

Pコン
支保工
：型枠を支える

丸パイプ
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型枠工事の流れ

・型枠施工図の作成
・型枠強度計算確認
・型枠の事前加工

・型枠組立て･締付け
・型枠検査

工事前

工事当日

組立て図
支保工計画
割付け図
転用計画

コンクリート打設後、存置期間を経て脱型
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型枠強度の確保

型枠が破壊しないように強度を確保

・鉛直荷重：固定荷重・積載荷重
・水平荷重：鉛直荷重の数％で計算
・コンクリートによる側圧

：スランプが大きいと大きい
締固めを与えると大きい
コンクリートが重いと大きい
打設が早いと大きい
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特殊な型枠

・打放し型枠

・プレキャストコンクリート型枠

・デッキプレート型枠

・仕上げ材打込み型枠

・ラス型枠
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名城大学の現場
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名城大学の現場
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名城大学の現場
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名城大学の現場
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名城大学の現場
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名城大学の現場
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名城大学の現場



建築工法
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第9回 躯体工事
鉄筋工事

建築学科 平岩 陸
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鉄筋コンクリート構造の工事

・コンクリート工事
：コンクリートを打設する

・型枠工事
：コンクリートの型枠を作成する

・鉄筋工事
：鉄筋を配置する（配筋）
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鉄筋工事

重要な点

・正しい位置に必要な断面積を確保
・コンクリートとの付着の確保
・かぶり厚さの確保

鉄筋を配置する工事＝配筋
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鉄筋配置の基本

曲げモーメントが生じる位置に主筋を配置
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鉄筋配置の基本

せん断力が生じる位置にせん断補強筋を配置

せん断力図
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配筋の意味

主筋：引張力に抵抗する最も重要な鉄筋

せん断補強筋：コンクリートを拘束し、
せん断力に抵抗する鉄筋

補助筋：主筋の位置の保持や
組立て時に必要な鉄筋
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鉄筋工事の用語

柱
梁

主筋

帯筋＝フープ あばら筋＝スターラップ

せん断補強筋

かぶり厚

リブ ふし

腹筋
幅止め筋
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鉄筋工事の流れ

鉄筋の本数、断面積は設計図書により決定
（構造計算による）

加工：切断・曲げ

組立て：継手・定着・結束

材料搬入･検査

配筋検査

鉄筋発注

工場作業

現場納入

現場作業
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鉄筋について

SR :丸鋼
SD :異形棒鋼
SRR :再生丸鋼
SDR :再生異形棒鋼

溶接金網、鉄筋格子

記号の意味 数字の意味
S：Steel：鋼 SD295
R：Round：丸 降伏強度
D：Deformed：異形
R：Re-rolled：再生



25

鉄筋加工：工場

切断・曲げは常温で行う

切断：シャーカッター
曲げ：バーベンダー

シャーカッター バーベンダー
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鉄筋組立て：現場

・配置後、番線による結束：ハッカー

・コンクリートとの付着を妨げるもの
（ごみ、油、土）を落とす

正しい位置を保持する

配筋検査
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かぶり厚さの確保

コンクリート表面から鉄筋表面までの最短距離

目的：
火災時の保護：鉄筋の耐火被覆
錆に対する保護：中性化の防止

かぶり厚さ
○
×

・スペーサー
・バーサポート

によって確保
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スペーサー・バーサポートのいろいろ
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スペーサー・バーサポートの使用状況

スペーサー

バーサポート
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鉄筋相互のあき

・粗骨材寸法の1.25倍かつ25mm以上
・鉄筋径または呼び名の1.5倍以上

コンクリートの流動を妨げないように
鉄筋相互のあきを確保する必要がある

このあきを確保
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定着

コンクリートとの付着の確保
：ある程度の長さが必要
コンクリート強度、鉄筋径によって異なる
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定着
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継手

鉄筋をつなげる方法： 重ね継手
ガス圧接継手
機械式継手
溶接継手

継手位置：引張力が小さいところへ

小梁の継手位置
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重ね継手

・引張力の小さい部分のみ
・D29を超えるような太い鉄筋では採用しない

鉄筋同士を重ねて継ぐ

d :鉄筋の直径
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ガス圧接

加熱しながら加圧する
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ガス圧接

品質規定あり

圧接径・ふくらみ 圧接面のずれ



37

機械式継手

スリーブ圧接継手

ねじ式継手
スリーブ式継手

近年は多くがこちらへ移行
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鉄筋コンクリート工事
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施工7

鉄筋コンクリート工事における鉄筋の加工・組立てに関
する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．粗骨材の最大寸法が20mm普通コンクリートを用い
たので、主筋D22の鉄筋相互のあきを40mmとした。

２．柱主筋と帯筋の結束には、径0.8mm程度の焼きなま
し鉄線を用いた。

３．柱主筋の台直しが必要になったので、鉄筋を常温
で緩やかに曲げて加工した。

４．重ね継手の長さの指定が40dの場合、D10とD13の継
手長さは40cmとした。

５．はりの鉄筋の最小かぶり厚さは、主筋の外側から
せき板までの距離とした。


